






Examination of the Stillness Sound Design of 
an Air Turbine Handpiece for Dentistry 
1. Noise evaluation of different types of turbine wings










































































































































































































































kgレcm2 ×103rpm 9 dB ×103rpm 9 dB
0．5 181．0 310 62 128．0 120 63
1．0 261．5 370 63 212．3 200 63
1．5 305．4 410 67 261．5 260 67
2．0 351．0 520 70 320．0 290 69
2．5 376．0 530 74 353．0 350 70




































































































































kg〃cm2 ×10ヤpm 9 dB ×103rpm 9 dB
0．5 190．5 270 64 189．0 210 63
1．0 274．0 310 68 273．0 320 67
1．5 332．0 410 69 334．0 380 71
2．0 384．0 450 74 380．0 420 72
2．5 404．0 510 78 401．0 500 75











































































































































































































































































































































































































形　　　態 ×104rpm x103Hz dB
標　準　型 36．8 6．2 59．8
4　枚　型 35．2 5．7 63．3
4枚R型 36．7 5．9 63．1
4枚研磨型 35．5 5．9 62．8
実際の測定した値（Fig．22）ではほとんど一致し
ており，R型においても主体となる騒音の種類は
回転騒音と思われた．
3．タービン翼を切断した形態について
　標準型は各角度で安定した高回転を示し，角度
では22．5°が最高値を示した．これは空気を受け
る際に外壁とタービン翼との間隙となる部分が無
いために効率が良いことと思われる．Edge　Cut
型では22．5°を除いて標準型に近い回転数を示し
た．20．0°の形態と比較するとほとんど差異はな
いように思われるが翼間の間隙量は大きくなり，
この量が今後の課題と思われた．1／2反転型は
標準型と比較してすべての角度で2万回転以上の
低下が観察された．これは空気を受けた直後の排
気方向が90°に曲がることが影響したと考えら
れ，現在のHPヘッドの形態では無理が生じたた
めと考えられた．同様にEdge　Cut　1／2型では
ほとんどの角度で低回転を示したが，5．0°では高
回転を示し，これは今後の課題と思われる．
4．4枚翼形態について
　4枚翼は空気を受ける際に噴流方向に対して
90°で空気を受けるように製作し，その後の回転
でも空気を受け続けるようにした形態で製作し
た．騒音レベルが大きく観察されたが（ta－
ble．4），これは翼1枚の量が大きく，これが音の
発生に影響したと思われた．また4枚翼なので8
次高周波領域が無くなったと予測されたことも影
響していると考えられる．翼のエッジを丸めた形
態も製作したが，空気の逃げる間隙があるため，
トルクは低い結果となった．
　バレル研摩は今回の測定ではその効果は殆ど観
察されなかったが，表面形状も騒音の影響が大き
いと思われ，実際に船舶のスクリューなどでは大
きな影響があるとされている．
　4枚翼においても回転数の理論値と計測値はほ
とんど一致していた（Fig．23）．
結 論
　今回，歯科用エアータービン・ハンドピースに
使用されているタービン翼と小型，一部削除した
形態の回転数，トルク，騒音レベルおよび周波数
を測定した結果．
1．エアータービンを駆動させる空気圧を0．5～
　3．Okgf／cm2まで変化させた場合，回転数から
　予想される周波数と実際測定した計測値がほと
　んど一致したことから，発生する騒音は送風機
　から発生する騒音と類似していることが分かっ
　た．また騒音の種類は動翼回転騒音が主体で発
　生していると考えられ，形態による周波数のず
　れはほとんど無かった．
2．回転数は標準型と小型を比較した場合，2．5
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kgf／cmZ以下では標準型より小型が低い値を示
　したが，3．Okgf／cm2以上も回転数が増加でき
る傾向を示した．トルクでは標準型の2／3程
度であった．
　　騒音レベルは標準気圧付近（2．Okgf／cm2）
で若干の減少が観察され，ホワイトノイズ様騒
音にマスキングされて実際の感覚では減少して
いるものであった．回転数は上昇しており，周
波数は回転数から計算される予測値と一致して
　いた．
3．タービン翼背面を一部削除した形態では回転
数の上昇が見られ，これに伴う騒音レベルの上
昇が見られた．周波数は0．5mm削除した形態
に理論値とにわずかなずれが生じていた．
4．タービン翼形態でトルクを減少させずに騒音
を少なくするには，凹面と背面で構成される部
分の形態が圧縮空気の逃げる間隙を少なくする
　よう，閉鎖的である必要性が示唆された．
　なお，本研究の一部は平成7年度松本歯科大学
特別研究補助金によって行なわれたことを付記
し，感謝の意を表します．
文 献
1）Morrant，　G．　A．，　Powell，　J．　W．　and　Hargreves，　P．
　　（1964）　Air　bearings　and　their　application　to
　dental　air　turbine　handpieces．　Br　Dent　J　116：
　531－9．
2）BallJ．　S．　and　Davidson，　C．W．（1962）Estimation
　of　the　turbinne　rotational　speed　　under　clinical
　conditions．　Br　Dent　J　112：208－10．
3）Holden，　G．　G．　P．（1962）Some　observations　on　the
　vibratory　phenomena　associated　with　high　speed
　air　turbines　and　their　transmission　to　living　tis一
　　sue．　Br　Dent　J　113：265－75．
4）宮入裕夫，永井正洋，福田秀昭，村松篤良（1980）
　　歯科用エアータービンハンドピースの性能に関
　　する研究（皿）エアタービンハンドピースのト
　　ルクの測定．歯理工誌21：41－7．
5）木村　博，草野雅章（1988）歯科用エアーター
　　ビンハンドピースの開発に関する基礎的研究第
　　1報　歯科用エアタービンハンドピースの騒音
　　の解析．歯科材料・機器7：829－33．
6）岡　重人（1989）歯科環境における騒音レベル
　　の分析一タービン音に影響する種々の要因につ
　　いて一．補綴誌33：1072－82．
7）草野雅章（1989）樹脂製エァー・タービン・ハ
　　ンドピースの開発に関する基礎的研究．阪大歯
　　学雑誌34（1）：174－92．
8）宮入裕夫（1992）歯科用エアータービンハンド
　　ピースおよびマイクロモーター新技術の展開と
　　研究の動向．歯界展望80：905－6．
9）笠井岳（1994）歯科用エァータービンハンド
　　ピースから発生する騒音の高周波成分．日大口
　　腔科学20：129－41．
10）平雅之，若狭郁男，山本昌雄，大元一弘，佐
　　藤尚毅，新谷英章（1994）歯科用エアータービ
　　ンハンドピースの高速回転性能に関する基礎的
　　研究．歯材器13：381－7．
11）日本機械学会編（1991）機械騒音ハンドブッ
　　ク，1版，産業図書，東京．
12）高安　昭（1964）歯科用エァータービンの衛生
　　学的研究．日歯材器11：41－70．
13）深野　徹，児玉好雄，高松康生（1977）低圧軸
　　流送風機の乱流騒音について（第2報，動翼枚
　　数，翼弦長およびそりが騒音に与える影響）．日
　　本機械学会論文集（第2部）43－375（1977），41
　　68．
14）深野徹（1993）軸流及び斜流ファンの騒音発
　　生機構．日音響会誌49：785－91．
15）長田泰公（1986）騒音の生理的影響．東京都医
　　師会雑誌39：604－14．
